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当社の概要
当社は，1956年11月に富山市で生まれました。売
薬と並ぶ新しい産業を育成したいと考えた当時の富山
市長が，発展途上の産業であった「プラスチック」に
着目し，初代社長渡辺隆吉に話をもちかけたのがきっ
かけでした。富山市の産業奨励館に設置されていた成
形機２台と汁椀の金型で商品をつくり，創業しました。
私が入社した当時は，家庭用品だけのメーカーでし
たが，その後，園芸用品，ペット用品，ベビー用品，環
境用品，介護用品，OEMへと扱う商品が広がっていき
ました。最近では，ソーラー，マイクロチップ，デサス
ブランドなど，高付加価値商品なども手がけています。
国内は元より，海外の市場にも進出し，中国に生産
工場と販売会社，アメリカと韓国に販売会社を設立し
て，グローバルな視点での販売拡大を目指しています。
「生活の豊かさ」から「趣味を通した心の豊かさ」
そして「環境や社会全体の豊かさ」へ。“生活者の立
場に立つ”視点を忘れずに，そして，そのどんな時も「お
客様の信用，信頼を得る」ことを最優先に。この強い
思いを持ち続けて，これからも新たな商品を送り出し
てまいります。
富山大学との産学連携
当社は，文部科学省の「知的クラスター創成事業」
に早期から参画しており，「とやま医薬バイオクラス
ター」では，大学院医学薬学研究部（医学）岸　裕幸
准教授（研究代表）の共同研究プロジェクト「免疫機
能を活用した診断・治療システムの開発」に関わって
きました。ウイルスに特異的なBリンパ球を検出する
ために使われる細胞チップの応用例として，当社で開
発したマイクロメートルレベルの微細成形が可能な特
殊材料を利用し，樹脂製チップの試作開発を行いまし
た。（写真１，２）
また「ほくりく健康創造クラスター」では，大学院
理工学研究部（工学）篠原寛明教授による「アミノ酸
計測用電気化学マルチセンサの開発」に参画しました。
前記特殊樹脂の特徴の一つである低温接合性を活かし，
電極をインサートした射出成形により，ディスポーザ
ブルで使える安価なセンサチップを開発しました。（写
真３）血液中の複数のアミノ酸濃度を同時に測定する
ことにより，医療診断への利用を目指しています。
これらの共同研究は，技術ノウハウの蓄積や専門知
識の習得，人材育成等に活かされ，新たな商品開発の
可能性を広げ，事業拡大へと導く取り組みであると考
えています。
写真３
アミノ酸計測用
センサチップ
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樹脂製細胞チップ
拡大画像
写真１
樹脂製細胞チップ
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